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＜緒論
ちょろん

＞  

今年
ことし

は4月
がつ

１２日
ひ

が復活
ふっかつ

祭
さい

聖
せい

日
ひ

です。今日
きょう

は、皆様
みなさま

とご一緒
ごいっしょ

に私達
わたしたち

が信仰
しんこう

によって頂
いただ

いている復活
ふっかつ

に

ついて学
まな

んでみたいと思
おも

います。私達
わたしたち

の人生
じんせい

には色々
いろいろ

な事
こと

が起
お

きます。元気
げんき

と思
おも

っていた人
ひと

がガンなど

の病気
びょうき

で、あるいは突然
とつぜん

の事故
じ こ

などで、予測
よそく

していなかった死
し

が突然
とつぜん

やって来
き

ます。 

私
わたし

は復活
ふっかつ

祭
さい

を迎
むか

えるたびに人
ひと

の死
し

、亡
な

くなった愛
あい

していた家族
かぞく

との再会
さいかい

の事
こと

を思
おも

い巡
めぐ

らします。特
とく

に

死
し

の間際
まぎわ

に信仰
しんこう

を持
も

って亡
な

くなった母
はは

と、どの様
よう

な出会
で あ

いが出来
で き

るのであろうか？ イエス様
さま

の事
こと

を知
し

る

機会
きかい

もなく、戦死
せんし

した父
ちち

との事
こと

、又
また

わずか9か月
がつ

で亡
な

くなった 弟
おとうと

との事
こと

など、憐
あわ

れみ深
ふか

いイエス様
さま

が亡
な

くなった人
ひと

達
たち

にしてどの様
よう

に下
くだ

さるのか思
おも

いめぐらします。イエス様
さま

は福音
ふくいん

を聞
き

く機会
きかい

が無
な

かった人
にん

に対
たい

しての、お取り扱
と  あつか

い対
たい

してはあまりお話
はなし

になっておられません。皆
みな

さんは私達
わたしたち

に約束
やくそく

されている復活
ふっかつ

を

どの様
よう

に思
おも

いめぐらしておられますか。やがて必
かなら

ずやって来
く

る私達
わたしたち

の死
し

も、主
しゅ

イエスにあっては新
あたら

し

い命
いのち

への道
みち

であり、信
しん

じる者
もの

には喜
よろこ

びと希望
きぼう

がある事
こと

を聖書
せいしょ

は伝
つた

えています。 

＜本論
ほんろん

＞  

聖書
せいしょ

（ルカ20:27～38）を読
よ

むと、復活
ふっかつ

がある事
こと

を否定
ひてい

するサドカイ派
は

の人々
ひとびと

に反論
はんろん

しておられるイエス様
さま

を見
み

ます。サドカイ派
は

の人々
ひとびと

は旧約
きゅうやく

のモーセ五書
ごしょ

だけを重
おも

んじ、 魂
たましい

の不滅
ふめつ

も死人
しにん

の復活
ふっかつ

も否定
ひてい

してい

ます。彼
かれ

らは自分
じぶん

の復活
ふっかつ

を信
しん

じないのに、この復活
ふっかつ

についてイエス様
さま

に問
と

いかけているのは、イエス様
さま

を

困
こま

らせて、死者
ししゃ

の復活
ふっかつ

についての信仰
しんこう

を嘲笑
あざわら

うためでした。彼
かれ

らは「一人
ひとり

の女性
じょせい

が次々
つぎつぎ

と、7人
にん

の夫
おっと

を持
も

った。その女
おんな

は復活
ふっかつ

した時
とき

誰
だれ

の妻
つま

になるのですか」と、仮想
かそう

のケースを持ち出
も  だ

して、イエス様
さま

に尋
たず

ねま

す。常に
つね  

柔和
にゅうわ

で忍耐
にんたい

強
つよ

いイエス様
さま

はこの様
よう

に応
こた

えられました。あなた方
がた

は聖書
せいしょ

も神
かみ

の力
ちから

も知
し

らないから

思い違
おも ちが

いをしています。地上
ちじょう

の言葉
ことば

で天国
てんごく

の事
こと

を考
かんが

えるべきではありません、あなた方
がた

は天国
てんごく

の事
こと

を

全く
まった  

考
かんが

えられないからです。死後
し ご

の命
いのち

をこの世
よ

の基準
きじゅん

で測る
はか  

事
こと

は出来
で き

ません。 

復活
ふっかつ

の命
いのち

とは、別
べつ

次元
じげん

における、もう一つ
ひとつ

の命
いのち

です。そこには結婚
けっこん

は存在
そんざい

しません。結婚
けっこん

はこの世
よ

の

生活
せいかつ

と結
むす

びついたものだからです。と言
い

われました。イエス様
さま

は人々
ひとびと

の使う
つか  

言葉
ことば

を、だれもが解る
わか  

用語
ようご

を使
つか

って話
はな

されました。いわば相手
あいて

のサドカイ派
は

の土俵
どひょう

で勝負
しょうぶ

をされたわけです。 

イエス様
さま

は続
つづ

けられます。復活
ふっかつ

した人々
ひとびと

は、天使
てんし

のようなものです、私達
わたしたち

が今
いま

は味
あじ

わうことも想像
そうぞう

す

る事
こと

も出来
で き

ない、別
べつ

の状態
じょうたい

で生
い

きる事
こと

に成
な

るのです。しかし、イエス様
さま

はその後
ご

、いわば反撃
はんげき

ともとれ

る単純
たんじゅん

かつ独創的
どくそうてき

な方法
ほうほう

で、彼
かれ

らが重
おも

んじている聖書
せいしょ

モーセ五書
いしょ

を引用
いんよう

されてお話
  はなし

になります。 

イエス様
さま

は復活
ふっかつ

の証拠
しょうこ

を、モーセと燃
も

える柴
しば

の話
はなし

の中
なか

に示
しめ

されます。（出
しゅつ

エジプト３：１～６）神
かみ

は

そこでアブラハムの神
かみ

、イサクの神
かみ

、ヤコブの神
かみ

としてご自分
  じぶん

を現
あら

わされました。 

神
かみ

の名
な

は、神
かみ

がご自身
じしん

と結
むす

びつけた男女
だんじょ

の名前
なまえ

と結
むす

び付
つ

けられます。そして、この絆
きずな

は死
し

よりも強
つよ

い

ものです。私達
わたしたち

は、神
かみ

と私達
わたしたち

の関係
かんけい

、神
かみ

と私達
わたしたち

一人一人
ひとりひとり

との関係
かんけい

についても同
おな

じように言
い

えます。神
かみ

は私達
わたしたち

の神
かみ

です。「神
かみ

は私達
わたしたち

の一人一人
ひとりひとり

の神
かみ

です」、こう言
い

う事
こと

が出来
で き

ます。 

だからイエス様
さま

は言
い

われます。「神
かみ

は死
し

んだ者
しゃ

の神
かみ

ではなく、生
い

きている者
もの

の神
かみ

なのです。全
すべ

ての人
ひと

が神
かみ



によって生
い

かされているからです。」（ルカ20:38）。 

これこそが決定的
けっていてき

な神
かみ

と私達
わたしたち

の絆
きずな

です。すなわちイエス様
さま

と私達
わたしたち

のとの契約
けいやく

です。イエス様
さま

と私達
わたしたち

との基本的
きほんてき

な契約
けいやく

です。イエス様
さま

ご自身
 じ し ん

が契約
けいやく

です。イエス様
さま

ご自身
 じ し ん

が命
いのち

であり、復活
ふっかつ

です。イエス様
さま

は

十字架
じゅうじか

で身代
み が

わりの死
し

を持
も

って私達
わたしたち

を愛
あい

されたように、死
し

に打
う

ち勝
か

つことによって復活
ふっかつ

を確
たし

かなものとし

て、私達
わたしたち

に示
しめ

して下
くだ

さいました。神
かみ

はイエス様
さま

の身代
み が

わりの死
し

によって、イエスを信
しん

じる私達
わたしたち

に永遠
えいえん

の

命
いのち

を与
あた

えて下
くだ

さいました。 

ですからすべての人
ひと

は、イエス様
さま

のおかげで、この世
よ

の命
いのち

よりも、確
たし

かな命
いのち

、真実
しんじつ

な復活
ふっかつ

の永遠
えいえん

の命
いのち

を望む
のぞ  

事
こと

が出来
で き

ます。神
かみ

が私達
わたしたち

に用意
ようい

してくださる命
いのち

は、それは私達
わたしたち

の想像
そうぞう

を遥
はる

かに超
こ

えたものです。

なぜなら、神
かみ

は愛
あい

と憐
あわれ

みを持
も

って、私達
わたしたち

を驚
おどろ

かす事
こと

の出来
で き

るお方なのです。 

それ故に
ゆえ  

、将来
しょうらい

おこる復活
ふっかつ

とは、サドカイ派
は

の人々
ひとびと

が期待
きたい

していたものとは反対
はんたい

の事
こと

です。永遠
えいえん

の命
いのち

、

すなわち、私達が待
ま

ち望む
のぞ  

来世
らいせ

の命
いのち

の基準
きじゅん

となるのは、この世
よ

の命
いのち

ではないのです。 

むしろ、永遠
えいえん

の命
いのち

こそが、私達
わたしたち

皆
みな

の地上
ちじょう

の命
いのち

を照
て

らし、それに希望
きぼう

を与
あた

えるのです。 

私達
わたしたち

人間
にんげん

の目
め

だけで見
み

るならば、人間
げん

の歩
あゆ

みは生
せい

から死
し

へと向
む

かっているように見
み

えます。その事
こと

は明
あき

らかで疑う
うたが  

余地
よ ち

がありません。 

しかし、それは私達
わたしたち

が人間
にんげん

の目
め

で見
み

た場合
ばあい

に過
す

ぎません。イエス様
さま

はこの様
よう

な見方
みかた

を逆転
ぎゃくてん

しておられ

ます。私達
わたしたち

の信仰
しんこう

の旅路
たびじ

は、死
し

から命
いのち

へ向
む

かいます。イエス様
さま

が約束
やくそく

されている完全
かんぜん

な命
いのち

へと向
む

かっ

ているのです。 

今
いま

、私達
わたしたち

はその旅路
たびじ

の途中
とちゅう

にいます。私達
わたしたち

は確
たし

かな命
いのち

へと向
む

かって人生
じんせい

の旅
たび

をしています。そして、

この完全
かんぜん

な確
たし

かな命
いのち

こそが、旅路
たびじ

の途中
とちゅう

にある私達
わたしたち

を照
て

らしています。 

ですから、死
し

は私達
わたしたち

の後
うし

ろにあるのであって、前
まえ

にあるのではありません。私達
わたしたち

の前
まえ

には、生
い

ける神
かみ

、

契約
けいやく

の神
かみ

、私達
わたしたち

の名前
なまえ

を握
にぎ

っていて下
くだ

さるイエス様
さま

がおられます。 

＜結論
けつろん

＞ 

神
かみ

が言
い

われると通
とお

り、「わたしはアブラハムの神
かみ

、イサクの神
かみ

、ヤコブの神
かみ

である」。神
かみ

は生
い

きている者
もの

の

神
かみ

です。イエス様
さま

の贖
あがな

いの十字架
じゅうじか

の死
し

により、罪
つみ

と死
し

は完全
かんぜん

に打
う

ち負
ま

かされました。 

私達
わたしたち

は新
あたら

しい福音
ふくいん

の時代
じだい

に生
い

かして頂
いただ

いています。洗礼
せんれい

を受
う

けて、聖餐式
せいさんしき

に預
あず

かる私達
わたしたち

は、復活
ふっかつ

の

命
いのち

にあずかる者
もの

とされた喜
よろこ

びを、ある意味
い み

ではこの世
よ

で前
まえ

もって味
あじ

合
あ

わせて頂く
いただ  

事
こと

が出来
で き

ます。イエ

ス様
さま

は私達
わたしたち

への愛
あい

と忠実
ちゅうじつ

を、この世
よ

の生活
せいかつ

の中
なか

で具体的
ぐたいてき

に、私達
わたしたち

のお祈
いの

りに答
こた

える事
こと

、日々
ひ び

の中
なか

で味
あじ

合
あ

わせて頂
いただ

いている信仰
しんこう

の喜
よろこ

び、苦悩
くのう

、病気
びょうき

の癒し
いや  

、感謝
かんしゃ

等
とう

の体験
たいけん

を通
とお

して示
しめ

して下
くだ

さいます。 

この事
こと

により、私達
わたしたち

は復活
ふっかつ

への信仰
しんこう

を確
たし

かにさせて頂
いただ

けます。神
かみ

の愛
あい

は永遠
えいえん

で、変
か

わる事
こと

がありま

せん。それは限
かぎ

られた時間
じかん

に留
とど

まらずに、永遠
えいえん

です。そして復活
ふっかつ

は、主
しゅ

イエスが私達
わたしたち

と共
とも

に前進
ぜんしん

して下
くだ

さる、約束
やくそく

への歩
あゆ

みです。 


